
一島市、撮野市及び長泉町消防広域化推進協議会規約

(協議会の自的)

第� 1条 この協議会(以下� f協議会」 という。)� f士、 大する消防繋 に広域的

に対応し、消防サーゼスの高 イヒを図るため、講話通情指令撞裁に関する事務を

共同し 管理し、及び執行し、消防広域化の事務の管理及び執行について連絡讃

を国号、並びに消跨組織法(昭 22年法律第226号)第34条第I に規定する� 

j玄域消防運 雷を� 同して斧成するととを間的とする。

(協 の名称)

第� 2条 協議議会i土、 三島市、裾野市及び長泉町消防広域北鐘進協議会という。

(協議会を ける市町〉

第� 3粂 協議会は、 、提 市及び長泉町{以下「隣接市町Jという。)が、

これを ける。

〔協議会の担任する事務)

第� 4諸島 協議会は、次に揚iデる事務を し、及び執行する。

(1) 諮訪通信指令嬢設及び補助救急デジタノレ無隷の連営に関する事務� 

(2) 消防法域化の実現に舟けた検討噴昌に係る連絡調整に関する事務

J ，， ~;~3) 広域消防運堂計額の作成iこ関する事務

ぷ告) 前� 3号に げるもののほか、消防通器及び消!坊広域化に関し必要な� 

Li?;(協議会の事務摂〉

露� 5条� 協議会の事務所は、三 市消防本蔀内に置く。

(協 の組織)

第� s条 協議会は、会長及び委員� 2人をもって、 これを経緯する。

(会長)

第� 7発 会長辻、関捺市町の長が協議し 定め 市町の をもっ 、これに充てる c

2 会長は、非� 勤とする。

〈委員)

第� 8染 委員は、会長 ある市町の長以外の関保市町の をもっ 、これに充てる。

2 委 は、非紫識とする o

(会長の職務代理)

第� 9条 事故があると 又は会 が欠けたときは、会長があらかじめ指定しム一品



た委員が会長の鞍務を代理する。

(職員〉

第10条 協議会の控任する事務に謎事する職員〔以下「職員j という。)の定数及

び当骸定数の記分については、関保市釘の長が協議により、これを定める  o 

Z 鑓係市町の長は、前項の競走により配分された定数の職員を、それぞれ当該市

町の消防職員のうちから、選住するものとする  o 

3 会長は、職員が心身の故蹄のため職務の遂行に堪えないと認めるとき、又は職

員に職務上の義務違反その能職員たるに適しない非行があると認めるときは、そ

の解をを求めることができる。

{職員の職務〉

第11長 会長は、職員のうちから主慌の者(以下  f事務長j という。)を定めなけ

ればならない。 

2 事務長は、会長の命を受け、協議会の事務を掌理する。 

3 事務長以外の鞍員l士、上司の指揮を受け、協議会の事務に従事する。

(事務処理のための組畿〉

第 12条 会長は、議構会の会議を経て、協議会の事務を姓理するために必要な

織を設けることができる。

(議

第 13粂 協議会の会議は、協議会の事務の管理及び執仔に関する基本的な事項山一

ついて決定する。

(会議の招集〉

第14議長 協議会の会議は、会長がこれを招集する。 

2 委員から会議の招集の誇求があるときは、会長はこれを招集しなければならない

い。 

3 会議開催の場所及び日時は、会轍に付議すべき とともに、会長があらかじ

めこれを議員に通知しなければならない。

〈会議の運吉〉

第15条協議会の会議は、 が出j議しなければ、これを開くことができない。 

2 合長は、協議会の会議の議長となる。 

3 協議会の会議の議事その能会識の運繋に関し必要な は、協議会の会議で定



める。

(幹事会〉

第16条 協 の事務の管現及び執行に関する 協議会の会議で めるもの

を処理する め、協議会に幹 寵く。

2 幹事会は、関係市町の職員をもって、  これを組織する。

3 幹事会的  その也幹事舎の 営に関し必要な は、会長が定め o 

(事務の び執行〉

第 11条 協 がその担任する 務 を管理し、及び執 する場合におい は、協

議会は、 市の当該事務に する長例、規開その{患の規程{以 f粂顎i等j と 

いう。〉告と襟野市及び長泉町の当核事務に関する条例 とみなして、 事務を

その定めるところiこよち管理し、及び執行するものとする。

2 前項の  新j等;を改棄しようと る場合及び改麗し 場合においては、 市長

え
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は、その  裾野市長及び長 町長に通知しなければ年らない。

(経費の の方法)

第18条 協 の担任する事務の 理及び執行に する費用は、 関係 町が負担

する。霊 
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により嬰様子守町が 担すべき額辻、  illJに める負担割 よるもの

関係市町は、前項に定める 担金をillJに定める 法iこ基づき支払うものと

一す

{黙震の数響、管理及び処分等の方法)

第19条 協 の担迂する の患に供する財 しては、関俸市町が協議し

なザ ーてそれぞれが取持し若しくは処分し、 又は設置し しくは処分するものとし、 当

該財産の は、協議会がこれ在行う。

じ (その他の財務iこ関する事項)

第20条 こ玲 終 iこ定めるものの誌か、協議会の財務に関しては、 士協 自治法

(昭和 律第67号)に 吟る財務iこ窮する の新iによる。

(協議会の解散の措置)

第21条 協 が解散した場合における事務の承継については、関孫 総?の長が

笠 協議し める。



(協議会の規程〉

第22条 協議会は、この規約に定めるもののほか、協議会の担征する事務の管理

及び執行その他協議会に関して必要な規程在設けることができる。


間期 


この規約は、平成27年 4月 1日から擁行する。



